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◆用語解説

基本方針 項　目 説　　　　　　　　明

身の回りの人々や地域との関わりを通してどのような福祉課題があるか
を学び、その課題を解決する方法を「自分事」として考え、解決のため
に行動する力を養うことを目的としたもので、地域で普段の暮らしを営
む身近な他者を対象として、一人ではなく皆で話し合いながら実践して
いくことで、人と人との関わりについて考えるきっかけとなる。

人の一生のうち、年代にともない変化していく段階のことをいい、乳幼
児期、児童期、青年期、壮年期、老年期等に分けられる。

障がいの特性や必要な配慮などを理解して、障がいのある方を手助けす
る人。特別な技術などを習得して支援するのではなく、日常生活のなか
で障がいのある方が困っている時などに、ちょっとした手助けを行う意
欲のある方なら誰でもなることができる。「あいサポーター研修」を修
了すると「あいサポートバッジ」が交付される。

Non Profit Organizationの略で、民間や一般の市民により自主的に構
成された営利を目的としない活動を行う民間の組織のこと。特定非営利
活動促進法（ＮＰＯ法）に基づき設立された組織を「ＮＰＯ法人」という。

加齢により心身が老い衰えた状態のことで、健康な状態と日常生活でサ
ポートが必要な介護状態の中間を意味する。早く介入して対策を行えば
元の健常な状態に戻る可能性があるが、高齢者のフレイルは、生活の質
を落とすだけでなく、様々な合併症を引き起こす危険がある。

コミュニティソーシャルワーク（※）を行う専門職。
（※）「コミュニティソーシャルワーク」：誰もが社会とのつながりの中
で幸せに暮らすことができるように、支援を必要とする一人ひとりに対
する個別支援と、その人々が排除されることのない地域づくりに向けた
地域支援を結びつけて行うソーシャルワーク実践である。

社会福祉法人には高い公益性があり、社会福祉事業及び公益事業を行う
に当たっては日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に対して、
無料又は低額な料金で福祉サービスを積極的に提供するよう努めること
が義務付けられており、地域の福祉ニーズ等を踏まえ法人の自主性、創意
工夫による多様な地域貢献活動が求められている（社会福祉法第24条第２項）。

ひきこもりの長期化、高齢化から引き起こされる社会問題。主に50代前
後のひきこもりの子どもを、80代前後の親が養っている状態を指し、経
済難からくる生活の困窮や当事者の社会的孤立、病気や介護といったこ
とが問題視されている。

家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる
こども・若者のことで、ヤングケアラー自身が置かれる状況は表面化し
にくく成長や教育を受ける権利を侵害すると言われている。

災害のほか、失業などにより緊急的な住居の必要性に対応するため、ホ
テルなどを活用した一時避難所のこと。また、暴力から逃れた女性のた
めの緊急一時避難場所や虐待などにより家庭にいられないこどもの一時
避難所のこと。

地域の多様な人と資源が、世代や分野を超えてつながり、全ての人が共
に創っていく地域社会のこと。

地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制。
「相談支援（属性を問わない相談支援、多機関協働による支援、アウト
リーチ等を通じた継続的支援事業）、参加支援及び地域づくりに向けた
支援」を一体的に実施する仕組みを重層的支援体制整備事業という。

社会福祉の制度などのもとで、人々が社会生活上の課題を自ら解決し、
豊かな暮らしを可能にすることを目指すために、福祉の専門技術や知識
をもつ支援者（ソーシャルワーカー）によって展開される実践活動及び
援助技術の総称。

支援が必要であるにも関わらず届いていない人に対し、行政や支援機関
等が積極的に働きかけて情報・支援を届けること。
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介護保険サービスの利用者やその家族からの相談に応じ、その心
身の状況やニーズを適切に把握し、利用者にふさわしい介護サー
ビス計画（ケアプラン）を作成するとともに、介護保険サービス
が的確に利用できるように調整を行い、要介護者などが自立した
日常生活を営むうえで必要な援助を行う専門職。

市町村を中心に実施されている認知症サポーター養成講座の受講
者で、認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職域にお
いて（できる範囲で）認知症の人や家族を支援する人。

認知症の人やその家族、専門職や地域の人など誰でも参加でき、
相互に情報を共有し、お互いを理解し合う集いの場。和やかな雰
囲気のなか、参加者同士で茶話会や体操、創作活動等のレクリ
エーションなどを行っている。

悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聴いて、必要な支援につ
なげ、見守る人（命の門番）。悩みを抱えている人は、混乱して
自ら助けを求めることが難しい状況に陥ることがあるので、その
ような時に話を聴き、相談窓口や医療機関につなげ、自死に傾く
ことにストップをかけるゲートキーパーの役割は重要である。

災害時に自ら避難することが困難な、避難行動要支援者（要介護
者、障がい者、ひとり暮らし高齢者等）を掲載した名簿。過去の
大災害により、多くの高齢者や障がい者が犠牲となった教訓を今
後に生かすため、災害対策基本法が改正され、災害時の避難支援
や安否確認のための基礎とする名簿を作成することが市町村に義
務付けられている。

高齢者や障がい者などの避難行動要支援者一人ひとりの状況に合
わせて、災害時に「誰が支援して」「どこに避難するか」「避難す
る時にどのような配慮が必要になるか」などを記載した個別の避
難行動計画。計画に記載されている個人情報については、平時は
本人等の同意がある場合に提供するが災害時は本人の同意を要し
ない。

自然災害による被害を予測し、その被害範囲を地図化したもの。
土地の地形や地盤の特徴をもとに、被害想定区域、避難経路や避
難場所、防災関係施設の位置などの防災地理情報が地図上に図示
されている。
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大　　　 田　　　 市
大田市社会福祉協議会
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